
小金井 時代を創る
市民参画

西岡真一郎
◆編集部：今の小金井市について、西岡真一郎さんに伺いま
した。
◆西岡真一郎：「２年前の平成 25年、市民のみなさまから厳
しい審判をいただき、都議会議員選挙に落選しました。深い
反省をしながら、自分自身の進むべき道は何なのか、私を育
ててくださった小金井市にどう恩返しをすればいいのか、悩
みながらの日々が続きました。幸いなことに保育園ではたら
く機会に恵まれ、民間企業の厳しさを肌身で感じるとともに、
子どもたちや保護者の方々、保育士さんたちと接する中で「人
が活き活きと暮らしているまちがどれだけすばらしいか」を
実感しました。
　あらためて私のふるさと、小金井市を見つめなおしてみま
すと、市のシンボルでありながらも減少していく豊かな緑、
厳しい市の財政状況、市庁舎をめぐる問題など長年の課題が
多く残されています。
　その一方でたくさんの魅力、市民力や地域力にあふれてい
ます。多様なジャンルにわたり活発に展開される市民活動、
小さい頃の遊び場だった野川やくじら山に象徴される水と緑
の自然環境、それら小金井の「宝」をさらに発見し、集めて、
むすびつければ、もっと活き活きとした小金井市になる。そ
う実感しています。
　今、小金井市に必要なのは新たなビジョンです。それも、
市民のみなさまと一緒に創ることこそが必要です。ふるさと
小金井の新しい時代を築き上げる。そう決意しました。もっ
と魅力のある、もっと誇りのもてる活き活きとした新しい小
金井市へ。一緒にデザインしましょう！」
◆編集部：期待しています。

＋ 協働 で

人が活き活きと
暮らしている
まちへ

さんが決意

小金井の未来をつくる会 NEWS
9月14日号　vol.01

発行：小金井の未来をつくる会　小金井市貫井南町 1-6-15　●TEL　042-386-5771　●FAX　042-316－6227　●MAIL　DZG01370@nifty.com　

新新新新



小金井の未来をつくる会NEWS　Vol.01　2015 年９月 14 日発行

①①
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（認可）事務長◆主な地域活動：小金井市トライアスロン連合会長、小金井市遺族会会長代行、小金井薪
能理事、こども達を薬害から守る実行委員会委員、小金井青年会議所シニアクラブ理事、東京小金井ラ
イオンズクラブ理事、ＮＰＯ法人小金井桜を復活する会副理事長　他

小金井が好きだ！
https://www.facebook.com/nishiokashinichirou
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▲西岡真一郎さんの勤務先保育園で

◆西岡真一郎（にしおか　しんいちろう）さんプロフィール◆

小 金 井 の 未 来 を つ く る　

みんなでデザインすること！
Ｑ：今、必要なのは？

◆編集部：小金井市の未来に何が必要か。西岡真一郎さんに聞いてみました。
◆西岡真一郎：「活き活きとしたまちにするには、市民みんなが一緒に考え、一緒に行動でき
るようにすることが大切です。もちろん、持ち場はそれぞれ。できることを少しでもはじめる
ことで、まちは大きく変わります。そのためには、みんなで小金井市をデザインできる委員会

が必要です。短期、中期、長期に分けてデザインするこ
とも必要です。
　委員会は、小金井市民が小金井の魅力を発見すること
からはじめます。「ないものねだり」よりも「あるものさ
がし」への意識改革に取り組み、市民の皆さんが小金井
市に住み続けたい、市外の方々からも住んでみたいと思っ
ていただくことで誇りの持てる小金井市になります。
　小金井市の魅力はたくさんあります。魅力を市民や地
域、商業や工業、農業関係者など多くの方々のアイデア
でさらに活かせば、小金井市の新しい未来も創りだせま
す。
　まずは、市民参画で小金井市にある多くの素晴らしい
財産、文化、人財、地域活動、イベントなどを再発見して、
市民の逞しい潜在力を引き出し、小金井の魅力を内外に
発信し、小金井の魅力を向上しましょう。ここがデザイ
ンのスタートです」（次号に続く）
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